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PPDAC は，Problem (問題) －Plan (計画) －Data (データ) －
Analysis (分析) －Conclusion (結論)  の頭文字をつなげた呼び方で
あり，我が国の統計教育において重視されている。

このプロセスが連続的
に繰り返される可能性
が図示されている(大谷
・石橋,2025)

大谷洋貴・石橋一昴 (2025)．確率統計的探究. 国立教育政策研究所編, STEAM等の教科等の特質を基にした探究の在り方に関する基礎的研究：　教科等の
特質を基にした探究的な活動とSSHにおける実践知を中心に (pp. 73-80).
Wild, C. J., & Pfannkuch, M. (1999). Statistical thinking in empirical enquiry. International Statistical Review, 67(3), 223–265. 
https://doi.org/10.1111/j.1751-5823.1999.tb00442.x

(Wild & Pfannkuch, 1999, p.226; 邦訳は大谷・石橋 (2025, p.74) らによる)

https://doi.org/10.1111/j.1751-5823.1999.tb00442.x


菅原(2024)によるアンケート調査
対象：北海道旭川市の中学校数学科教師66名　49名の回答あり
PPDACサイクルを回すための、指導上の悩み、問題点等を自由にお書きくだ
さい。

「年度末の単元であることから、指導する残時数が足りない」という記述が3割
であった。

私自身がこれまで提案してきた内容
【4時間構成】生徒が各班で最も滞空時間が長い紙コプターを飛ばすために実験し、
SGRAPAで箱ひげ図を出力して分析を繰り返す授業（山田他，2024）

「生徒が夢中になって自然とPPDACを複数周経験する」という意
見の一方で「指導する時数が足りない」という意見も。

菅原大 (2024)．データの活用におけるPPDACサイクルを経験させる授業ー中学校における１時間扱いの授業の構想ー．日本数学教育学会第57　回秋期研
究大会発表集録，pp.413-416．
山田大希・石橋一昴・田頭かおり・天野秀樹 (2024)．PPDACサイクルの複数周目への進展を目指した箱ひげ図指導ーWhat-If-Not方略を活用し　てー．日
本数学教育学会第57回秋期研究大会発表集録，p.707．



本実践の目的
PPDACサイクルを50分で2周する授業を実施し、
その有効性や教育的価値を明らかにする。

第24回広島県中学校数学教育実践研修会において広島大学附属
東雲中学校第２学年の生徒39名に対して実施
（箱ひげ図の学習は一通り終えていた状態）。

※詳しくは右QRにて

有効性や教育的価値については参会者の先生方
45名との事後討議を行うことで明らかにする。



授業について
（模擬授業と報告を併用して行います）



箱根駅伝











P（問題）



※登録１６人のうち
１０人が走ります。

D（データ）

P（計画）



270000の意味
27時間27分00秒

10000の意味 
1時間00分00秒

実際に皆さんで考えてみましょう！

A（分析）



実際の動画ダイジェスト（２分）



生徒達の予想と
実際の結果

C（結論）



P（問題）

P（計画）



P（計画）

P（問題）

D（データ）



A（分析）



A（分析）

C（結論）



授業の様子（動画）



成果

参会者の先生方へのアンケートより
「PPDACサイクルを２周させる山田実践を観察して考えたこと」

「ただデータを集計して分析して終わりではなく,『未来を予測する』というこれから必
要になってくる力を育成することが大切だと改めて実感しました」
「2 周することで分析の仕方をすぐ利用できる」
「テンポがはやい!と思いましたが 50 分で確かに思考して,授業後には生徒の『本当
に来年あたっていたらすごいね。やばっ!』とつぶやいている声が聞こえ,生徒にとって
忘れられない授業の一つになったに違いないと感じました」
等,50 分で 2 周することに対して先生方からは全体として肯定的であった。



課題

何をはずれ値と定義するのか,はずれ値を外した場合箱ひげ図はどうなるのかといっ
た議論も可能であったと考える。

また,参観した先生方からは「出場選手は 10 人のため各箱ひげ図の分母が欲しい」
等データの詳細の必要性や「1周目の結果を確認した後に図1と比較すると 2 周目
では更に質の高い議論ができる」

等のご指摘を頂いた。箱ひげ図を分析するにあたっての重要な指摘であり,今後に
繋げたい。


